
（2013.02.07現在）

第1条【名称・⽬的】

ドッグコテージは、森トラスト・ホテルズ＆リゾーツ株式会社 ホテルラフォーレ那須（以下当ホテル）が運営する、お客様と当ホテルの定める条件を満たす愛⽝に快適なリゾートタ
イムを過ごしていただくことを⽬的とした宿泊施設です。

第2条【資格】

当ホテルドッグコテージをご利⽤いただける愛⽝は、以下の利⽤条件を満たすことを前提といたします。

1.施設内に同伴できるのは室内で飼われている⼩型・中型・⼤型の愛⽝のみとし、他の動物を持ち込まない。

2.トイレのしつけができており、無駄吠え、⾶びつき、施設破壊などをしない愛⽝であること。

3.狂⽝病とウィルス性伝染病の予防接種（5種以上の混合ワクチン）を受けており、接種後2週間以上1年未満であること。

4.「3.」を証明する狂⽝病およびウィルス性伝染病の予防接種の証明書コピーを予約時に提出すること。

5.⽣後4ヶ⽉以上であること。

6.夜はケージ内で寝ることが出来ること。

7.ノミ・ダニ・寄⽣⾍が駆除されていること。

8.雌⽝の場合、発情期（⽣理開始⽇から4週間）および妊娠状態でないこと。

9.保健所において畜⽝登録が完了されていること。

10.病気やケガの治療中でなく、伝染病に感染の恐れがないこと。
受⼊れ設備、お客様と当ホテル相互の安全⾯の理由から、下記⽝種については、滞在をお断りしますのでご理解いただきますようお願い申し上げます。（下記参照）
ブル・テリア、紀州⽝、甲斐⽝、アメリカン・ピット・ブルテリア、チャウチャウ、北海道⽝、ブルドック（2009.10.1現在）

第3条【愛⽝同伴可能数・料⾦】

1室あたり⼩中型⽝2頭まで、⼤型⽝1頭までとさせていただきます。（愛⽝の⼤きさは当ホテルドッグコテージ内備え付けのケージ 幅1200mm×⾼さ 600mm×奥⾏き530mmに収容
可能な⼤型⽝までとさせていただきます）ご宿泊料⾦以外に、愛⽝1泊につき1頭3,240円がかかります。

皆様が気持ちよく過ごせるように、下記の決まりをお守りください。

宿泊予約の際は、ドッグルーム宿泊滞在同意書を印刷の上、必要事項を記⼊し、ワクチン注射の接種証明書および狂⽝病予防注射接種済証のコピーとともに、ご宿泊⽇1週間前まで
にメールまたはファックスにてお送りください。

夜はケージ内で寝ることが出来ること。

第4条【備え付け愛⽝⽤備品】

備え付けの備品類はご使⽤後元の位置へお戻しください。

ケージ・粘着テープ（コロコロ）・愛⽝⽤⾜拭き⽤タオル・ウェットティッシュ・消臭剤・糞始末⽤袋・ペットシーツ・ペット⽤ゴミ箱・⾷器※
※⾷器はご⽤意しておりますが、普段使い慣れたものをお持ちください。

⾷事・⾷器・タオル・寝具・おもちゃ・その他普段利⽤しているもの
※愛⽝のリラクゼーションを促進するためにも、⽇常お使いの愛⽝⽤備品をご持参ください。

第5条【宿泊マナー】

施設内で皆様が快適に過ごしていただけるよう、ご利⽤時は以下の点をお守りいただきますようお願いいたします。お守りいただけない場合または、虚偽の内容があった場合には、当
施設のご利⽤をお断りすることがございます。

1.ご旅⾏出発前にシャンプーや⼊浴等についてはお済ませください。

2.ご⼊室の際には、⽞関にて⾜の汚れを落としてください。

3.客室内の浴室で、愛⽝のシャンプーを⾏わないでください。

4.和室（畳）には上げないでください。

5.寝具には寝かさないでください。(備え付けのケージで寝かせてください)
愛⽝が利⽤できるスペースは、ドッグコテージ内リビングとし、寝室内に⼊れないでください。

6.客室内でのトリミングやブラッシングはご遠慮ください。屋外で⾏い、それらの⾏為で出た抜け⽑、その他は後始末を⾏ってください。

7.室内のトイレ以外で排泄⾏為があった場合、速やかに衛⽣的な後始末を⾏ってください。

8.散歩中およびドッグコテージ内での糞は各⾃責任を持って処理し、お部屋備え付けの専⽤ボックスにお⼊れください。

9.⾷事等で愛⽝だけを残して外出される場合は、備え付けのケージに⼊れ、“ペットインルーム”サインをドアノブに提⽰してください。

10.愛⽝と外出される場合、お⾞には⼗分お気をつけください。また、他のお客様、近隣の⽅々のご迷惑となりませんよう必ずリードをお付けください。さらに利⽤登録されている愛
⽝印として、お渡しするリボンを必ずリードにお付けください。

11.愛⽝をドッグコテージと「別紙図⾯で指定する領域」以外のホテル施設（ホテルロビー、レストラン、⼤浴場、その他パブリックスペース）にお連れいただくことはできません。

12.チェックイン・チェックアウトの際は、飼い主のみフロントにて⼿続きを⾏い、ロビーに愛⽝はお連れにならないでください。

13.愛⽝の⾷事はご持参ください。

14.万⼀、愛⽝がケガをしたり、急病になった場合は、近隣の動物病院を紹介いたします。その他、不明な点等はホテルスタッフまでご相談ください。

15.建物、家具、備品、及びその他に損壊を与えないよう⼗分留意すること。破損並びに損傷した場合は、損害を賠償していただきます。

第6条【保険】

当館は、通常宿泊業者が⽤意すべき保険等につきましては、法令に遵守して⽤意しております。ただし、現在「⽝」による事故は保険の対象とならない場合が⼤半を占めます。ご滞在
中は、事故等に⼗分お気をつけください。

第７条【賠償責任】

当ドッグコテージは、愛⽝とご⼀緒に過ごされる部屋を提供するものであり、愛⽝をお預かりするものではございませんのでお客様ご⾃⾝の責任において管理されますようお願いしま
す。
万⼀当施設ご利⽤中に愛⽝が不測の事故に遭われましても、当ホテルに故意または重⼤な過失がある場合を除き、当該損害に対する責を負いません。
また愛⽝に起因するお客様同⼠のトラブルに関しても、当ホテルに故意または重⼤な過失がある場合を除き、当該損害に対する責を負いません。
また、館内やお部屋等の備品などを破損⼜は汚した場合は実費にてご請求させて頂きますのでご了承ください。

お申込み内容に虚偽があった場合や、ご滞在中にご宿泊者および愛⽝が本規約に反し、著しく他のお客様に迷惑や事故を引き起こした場合は、ご宿泊をお断りする場合がございます

備え付け備品

お持ちいただくもの

のであらかじめご了承ください。

以上
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